
 

 

 

 

 

例題１ ある工場で、大量に生産される品物 Aから

１００個を無作為に抽出したところ、そのう

ち、３個が不良品であった。このとき、６０

００個の品物 Aを製造したとき、そのうちの

不良品の個数を求めなさい。 

 

解答：  比を使って考える 

     ６０００個の品物 A を製造したときの不

良品の個数をχ個とすると、 

    １００ ： ３ ＝ ６０００ ： χ 
 

         商品A6000個  商品A6000個のうち不良品がχ個  

商品A100個  商品A100個のうち不良品が3個  

              １００χ ＝ ３×６０００ 

          χ ＝ 
100
60003  

 ＝ １８０  

 

                 答  １８０個  

                  

問１ ある工場で、大量に生産される品物 B から２

００個を無作為に抽出したところ、そのうち、

３個が不良品であった。このとき、７０００個

の品物 B を製造したとき、そのうちの不良品の

個数を求めなさい。 

 

   ７０００個の品物 B を製造したときの不良品

の個数をχ個とすると、 

    ２００ ： ３ ＝ ７０００ ： χ 
 

         商品B7000個  商品B7000個のうち不良品がχ個  

商品B200個  商品B200個のうち不良品が3個  

              ２００χ ＝ ３×７０００ 

          χ ＝ 
200

00073  

            ＝ １０５  

 

                 答  １０５ 個  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ ある工場で、大量に生産される品物 C から４

００個を無作為に抽出したところ、そのうち、

６個が不良品であった。このとき、３００００

個の品物 C を製造したとき、そのうちの不良品

の個数を求めなさい。 

 

  ３００００個の品物 C を製造したときの不良品

の個数をχ個とすると、 

    ４００ ： ６ ＝ ３００００ ： χ 
 

         商品C30000個  商品C30000個のうち不良品がχ個  

商品C400個  商品C400個のうち不良品が6個  

              ４００χ ＝ ６×３００００ 

          χ ＝ 
400
300006  

            ＝ ４５０  

 

                 答  ４５０ 個  

 

問３ 赤玉と青玉があわせて１０万個入っている箱

があります。この箱の中から標本として３００

個の玉を無作為に取り出して、赤玉の数を数え

ると８７個でした。この箱の赤玉の個数は、お

よそ何個と推測できますか。 

 

   赤玉と青玉合計１０００００個のうち、赤玉

の個数をχ個とすると、 

  ３００ ： ８７ ＝ １０００００ ： χ 
 

         赤玉、青玉合計10万個  10万個のうち、χ個が赤玉  

無作為に取り出した300個  300個のうち、赤玉は87個  

              ３００χ ＝ ８７×１０００００ 

          χ ＝ 
300
10000087  

            ＝ ２９０００  

 

                 答  ２９０００ 個  

標本調査の活用  
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